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――難民支援協会の設立経緯についてお聞かせください。

中村：日本では，1981年に難民条約に加入した後，

1982年に難民認定制度が始まり，1990年代に入って難

民問題に対する関心が高まりましたが，個々の難民の

支援や政策を専門的に扱う団体はありませんでした。

そこで，アムネスティ・インターナショナルで活動して

いる人や弁護士，研究者といった多様な分野の人が集

まって，難民問題に専門的に取り組む団体として，

1999年7月に設立しました。

――現在，会員は何名いるのですか。

筒井：会費制を採用していて，約350名が正式会員と

して会費（年会費4000円，8000円，12000円の3コー

ス）を払っています。そのうち約4分の1は，自分が難

民問題に直接関わりたいと，実際に会の様々な活動を

しています。

中村：ほかに，一種の賛助会員の制度もあります。

筒井：また，会の活動を資金的に支える難民サポータ

ー（年間1口5000円）が約130名います。こちらは，

今日，現実に泊まるところがない，という緊急のケー

スに対処するために，積立をしておいて援助する，と

いうような形です。

最近は法務省とも連携をとっていて，入国管理局の

窓口担当者からこちらの団体を紹介されたと訪ねてく

る難民の方もいます。ともかく住所がないとその後の

手続が進まないので，こちらで住居を提供することも

重要です。難民サポーターは，そのための資金として

も利用されています。

――難民の法的・生活支援等だけでなく，難民支援のプロ

フェッショナルを養成するための活動も行なっているとの

ことですが。

筒井：はい。難民アシスタント養成講座（基礎編・上

級編）を，2004年から年4回定期開催しています。難

民の方，難民支援の第一線で活躍している弁護士，研

究者等のほか，国連難民高等弁務官主席法務官や内閣

参事官補佐が講師を務めています。昨年は約200名の

参加があり，参加者は学生と社会人とが半々くらいで
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すが，なんと約8割が女性です。

――女性の参加者が圧倒的に多いのには何か事情があるの

でしょうか。

筒井：今の日本の社会のあり方とも関係があるのかも

しれません。わたくしたちも，もっと男性が参加しやす

いように工夫をしていかなければならないと考えていま

す。ただ，学生さんの中には徐々に男性も増えてきて

いる傾向があります。

中村：あと，いわゆる一流企業の部長まで勤め上げた

男性が，退職後，これまでの経験を生かしたいという

ことで，この団体に入ってきました。最初はコピー取

りから始められて，今は経理部門で力を発揮していた

だいています。

こういう組織では，そうした専門知識を生かしてい

ただくことも非常に大事です。

――弱い立場のひとの手助けをするという仕事には，やり

がいと同時にご苦労もあるのでしょうね。

筒井：協会に「○○駅にいるのだが，もう，電話をか

けるコインがなくなる」という電話が途中で切れたた

め，その駅周辺を探し回ったということもあります。

是非，知っていただきたいのは，テレビなどでは，難

民キャンプで食べるものも不足しているアフリカの子ど

もたちが映し出されることで，「難民の人はかわいそう」

という取り上げ方がされていますが，逃れてくる難民

は，そうではないんですね。

――とおっしゃいますと？

筒井：条約上の難民の定義にも関わるのですが，日本

に来る難民は，かなりの高学歴者であったり，祖国を

より良くしたいがために意見を言ったために祖国を追

われたり，という人で，いろいろな経験を積んでいるこ

とが多いのです。

ですから，難民に対して，わたくしたちが一方的に

「何かをしてあげる」というのではなく，まさに中村が

専門としているコミュニケーションの話だと思います。

この仕事を通じて難民と接し，戦争状態しか知らない

生活の話を聞いて，どれだけ相手の置かれた状況や実

体験を想像し，感じることができるかが鍵となります。

難民はかわいそうだからどうか支援してください，とい

うだけでは，難民の本当の姿を見ていないことになる

と思います。難民とコミュニケーションをする中で，私

たち自身も学べることがたくさんあります。

――今後の難民支援活動の方向性についてお願いします。

中村：日本は移民・難民をたくさん受け容れることで

国の人口を増やしていこうという政策を取っているわ

けではないので，法務大臣が難民認定をするという制

度を残しながらも，総合的な支援はこういう民間の団

体が，政府と協調しながらも，大部分を担っていくし

かないでしょう。逆に「官」のみに任せると，厳密な

基準づくりから始まって，「悪用するやつを排除しよ

う」という方向だけになりかねませんからね（笑）。

筒井：実際，ヨーロッパの国々では，何が一番必要な

のかをわかっている現場の人が主となって，政府と協

力し合って，最善のサービスを提供できる仕組みづく

りを考えようとしています。

中村：近年，ODAについて，大規模事業ばかりでな

く，井戸を掘るというような小さな事業にも資金を回

すということが行なわれつつあるようですが，人権に関

わる難民問題についても同様のことが必要でしょうね。

（聞き手・構成：鹿野真美）


